
１． 岡山県環境保全・循環型社会形成推進基金の残高等

②

③

④

⑤

⑥

２． 保有割合

⑧

⑨

⑩

 保有割合の算定根拠　

 運用型：運用益見込額÷事業費（次年度見込額）　

取崩型：基金残高÷事業費（次年度から終了年度までの見込額）

３． 国庫補助金相当額の国庫返還の可否（運用型はすべて、取崩型は２．保有割合が１以上の場合に限る。）

⑪

⑫

⑬

⑭

４． 事業一覧

合計 一般財源等 基金充当額

1 165,640 0 165,640 -12.0% 272,000 816,000

2 9,925,344 0 9,925,344 -12.0% 1,211,000 3,633,000

3 873,400 0 873,400 -12.0% 1,114,000 3,342,000

4 107,113 0 107,113 -12.0% 434,000 1,302,000

5 6,546,562 440,000 6,106,562 18.2% 6,400,000 19,200,000

6 250,030 0 250,030 18.2% 720,000 2,160,000

7 241,726 0 241,726 18.2% 1,141,000 3,423,000

8 746,007 0 746,007 0.0% 1,273,000 3,819,000

9 1,500,000 0 1,500,000 -12.0% 1,500,000 4,500,000

10 951,740 0 951,740 -12.0% 987,000 2,961,000

11 461,128 0 461,128 3.5% 791,000 2,373,000

12 1,941,500 564,500 1,377,000 -12.0% 756,000 2,268,000

23,710,190 1,004,500 22,705,690 16,599,000 49,797,000

５．基金事業の目標に対する達成度

返還時期

返還が困難である理由

達 成 度 -21.3%

使用見込額を上回る資金の国庫補助金相当額
の国庫返還の可否

否

当県としては、財政状況が厳しい中、運用益も貴重な財源であると考えて
おり、元々の終期である令和９年度までの保有を希望する。

－

－

返還可能額

成果指標

　県民意識調査における満足度（豊かな自然や優れた景観、身近な生活環境が保全されるなど、快適な環境
となっている）について平成29年度（3.25）を基準として令和9年度までに4.00を達成する。

成果実績 3.09

目 標 値 4.00

合　　　計

啓発活動費

フェア開催費

児島湖環境保全推進費

生活雑排水対策推進費

環境衛生普及事業

みどりふれあい事業

生活環境改善事業功労者表彰事業

環境美化対策事業

事業費
（次年度）

事業費
（終了まで）

環境おかやま大賞表彰事業費

環境白書作成

環境保全普及啓発事業費

達成度

快適な環境づくり推進費

番号 事業名
事業費

備考

事業費（次年度見込額） 16,599,000

保有割合 0.047 =（⑧／⑨）

次年度の基金類型 運用型 金額（単位:円） 備考

基金運用益（次年度見込額） 781,284

⑦

基金残高 485,106,941 （＝①＋②＋③＋④－⑤－⑥）

内訳

うち、国費相当額 200,000,000

うち、地方負担相当額 200,000,000

うち、負担附寄附金等 85,106,941

返納額 0

基金執行額（処分額） 22,705,690 内訳は下表のとおり

その他収入 0

負担附寄附金等 0

基金運用益 781,284

うち、負担附寄附金等 107,031,347

（別紙）

金額（単位:円） 備　考

①

基金総額（前年度末基金残高） 507,031,347

内訳

うち、国費相当額 200,000,000

うち、地方負担相当額 200,000,000


